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安心・安全な環境を心がけ、 
子どもの意欲を育てる 
 
 
・子どもの成長を認める姿勢         
・温かな言葉がけ、愛ある厳しさ 
・失敗をおそれず挑戦できる雰囲
気作り  
・相互に認められる場の設定  
・安全な教育環境の整備     
・不審者対応などの避難訓練 

 

話 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・知的な学び 
・承認欲求を満たす 
・問題解決的な学習 
・体験活動を生かした学習 
・授業の工夫（単元構想、導入、見
通し、発問、話し合い、ふり返り） 
・ICT 機器の活用 
・学年の発達段階に応じた指導  
・「表現する場」の設定 

 

輪 

 

 

 

 

 

 

 

人との「かかわり」の中で 
所属意識や社会性を育てる 
 
 
・学校行事（運動会・どうほっと発
表会・ジョギング・マラソン大会） 
・異学年交流（たてわり班・なかよ
し集会・校歌を教える会・ありがと
う集会） 
・地域とのイベント（若葉集会・米
作り・だでのんまつり・感謝の会） 
・指導を通して「児童と教師」「家
庭と学校」「地域と学校」の絆を強
める 

令和８年度 童浦小学校グランドデザイン 
 

学校教育目標   「人間性豊かな童浦の子」 
校  訓     「強く 正しく どこまでも」 

    目ざす子どもの姿 
・強くたくましい子（体） ・明るく思いやりのある子（徳） ・深く考え、自ら学ぶ子（知） 

 

Ｒ８学校経営方針 

WA（和・話・輪）で広げる 童浦の笑顔 

３つのＷＡ（和・話・輪）を意識した教育活動を行い、 

すべての子どもの自己有用感を高め､笑顔を広げる学校を目ざす。 

ゆとりをもって学び合う教職員集団 

 

 

 

・同僚性を高め、授業力や児童の育成能力、ICT 技能の向上に努め、学び続ける教職員集団を目指す。 

・会議・行事の精選や日課表の工夫をすることで、教職員の教材研究等の時間を見出し、ゆとりのある職場環

境を実現する。 

・「報・連・相・確」を徹底することで、不祥事防止に努める。 

 

家庭との連携 

 

 

 

・学校行事、授業公開への参加   

・家庭学習の推進（日常・長期休み） 

・親子読書   

・自己有用感を育む家庭教育 

協力的な校区 

 

 

 

・米作り、だでのんまつり、茶畑 
・充実した校区行事（市民館まつり、夏祭り、
スポーツ大会） 
・豊富な自然や文化遺産（笠山、願照寺、シ
ェルマ吉胡、５つの神社） 

PTA・CS 活動 

 

 

 

・教育活動への参加・協力 
（どうほっとサポーター・読み聞かせ・下校見
回り）   
・学校行事への協力 
（運動会・だでのんまつり・ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞﾏﾗｿﾝ大会） 

外部組織との連携 

 

 

 

・アイシン環境学習  ・子育て支援課 

・トヨタ自動車     ・社会福祉協議会 

・磯田園         ・教育サポートセンター 

・新鮮組 

 

学校ブログ 

校長たより 

学校公開 

P 広報「みやま」 

どうほっとコミ 

デンタツくん 


